
つばさクリニック
41床 患者数128名

看護師11名
臨床工学技師6名
管理栄養士1名

コンシェルジュ2名ヘルパー4名
透析コーディネーター1名
シャントプロジェクトチーム

MBD対策チーム
PAD対策チーム
貧血管理チーム

訪問看護
ステーション

看護師5名
コンシェルジュ2名

PT3名
ケアマネージャー1名

医療法人社団つばさ
組織構成 両国東口クリニック

専門外来
痛風・DM/CKD外来

一般外来
看護師3名

臨床検査技師2名
コンシェルジュ6名

２０１１２０１０２００９２００８２００７２００６２００５２００４２００３２００２２００１
両国東口クリニック

（外来＋透析）

つばさクリニック
（透析が分離）

2002.10 VAエコー開始

2004.07 頚動脈エコー開始

2008.10下肢動脈エコー開始

維持透析治療に対する超音波検査の介入経過表

シャントプロジェクト
チームスタート

＊ 赤文字は検査技師による介入



透析患者に実施される超音波検査
部位 実施時期 対象 補足

腹部 年1回 全員

副甲状腺 年1回 全員 パルス療法実施例に関
しては3ヶ月に1回

頚動脈 年1回 全員

下肢動脈 糖尿病患者などのハイリスク患者に対して、または

フットチェックによりスタッフからDrに相談して検査依頼

ＶＡ バスキュラー

アクセス

シャントチェック・診察・血管造影などにより問題のあった
症例やシャント造設術前後の評価

ＩＶＣ 下大静脈 透析中、心不全などの除水量評価のため

透析前・中・終了時にベッドサイドにて

ソノサイト（携行エコー）にてリアルタイムに測定



年別血管超音波件数

2008年以降、血管エコーは月平均7から9人実施。
下肢動脈エコーもＰＡＤ対策チームの活動と共に
2009年以降は年間40例と実施件数は増加している。



依頼用紙 シャントチェック表

検査前に超音波検査依頼用紙とシャントチェック表を確認。
依頼用紙は実際に穿刺を行うスタッフが記入するので
VAの特徴がわかりやすい。

VA超音波検査①



検査前シャントチェック中に依頼箇所確認 透析スタッフも検査中に血管を確認

VA超音波検査②

検査前・検査中の情報共有・意見交換



シャントMAPとシャント肢撮影写真

○○ ○○様

グラフト挿入部
穿刺禁止

狭窄軽度
穿刺時注意

それぞれパウチして2枚をセットにし、ベッドサイドに配置。
確認しながら穿刺を行える。血管の状態に変化があって検査を行えば
そのつど最新版が追加、または古い情報と差し替えられる。



PTA・手術件数（新規導入を除く）の推移

2008年以降PTA件数は増加し手術件数はほぼ横ばい
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患者数 90 96 94 105 109 116 128

PTA件数 21 27 24 50 53 47 12

手術件数　　　 6 12 9 7 13 12 2

VAエコー 49 90 117 102 30

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
～2011年
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殆ど利用しない　０％

時々利用する　３７％

必ず利用する　６３％

ｼｬﾝﾄﾏｯﾌﾟ：ｽﾀｯﾌｱﾝｹｰﾄ

• グラフトやステント挿入部などの穿刺
禁止部位の確認ができる。

• 静脈圧上昇部位や穿刺ミス好発部位
を特定できる。

• 久しぶりの患者を穿刺する際に安心
して行える。

• VAの変化、特に新たな狭窄部位の出
現などが解りやすく、VAﾄﾗﾌﾞﾙ防止に
役立っている。



フットチェックシートと下肢動脈検査結果

フットチェックシート（ハイリスク）

フットチェックシート（通常）



まとめ

シャントプロジェクトチームに参加し、エコー

検査時に透析室スタッフに同席してもらうな
ど、シャントの問題点や所見について意見交
換を行うことも増えた。
これにより以前にも増して透析スタッフとの

情報共有化が図られ、良好なシャント管理
が可能になっていると考えられる。
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